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７月１６日  元越谷（鈴鹿山系）沢登り  小川 弘二 

山 名 元越谷（鈴鹿山系）沢登り 山行名 7 月例会 

ルート 
京田辺→八幡東ＩＣ→土山ＩＣ→鈴鹿スカイライン→登山口→元越谷入渓点

→堰堤→元越王滝→4ｍ滝→稜線→林道→登山口→京田辺 

山行日     ２０１８年７月１６日（月） 天 候 晴 

参加者 

リーダー： 小川       サブリーダー： 吉澤 

男性：西川（洋）・丸山顧問 

女性：徳田 

参加者計 ５名 

ルート概略図 コースタイム 

地 名 時：分 地 名 時：分 

京田辺 

 

発 06：00 元越 

大滝 

着 10：15 

着  発 10：27 

登山口 
着 

発 

08：00 

08：15 稜線 
着 

発 

14：24 

 

入渓点 
着 8：40 

登山口 
着 15：50 

発 9：02 発 16：10 

堰堤-1 

着

発 

9：25 

9：47 京田辺 

着 18：00 

毎日、38 度を超える猛暑が続いており、この時期の山行は沢登りに限るというメンバ

ーが集まり、丸山顧問にお願いして実現した。今回は初めての方がいるので入門コース

の元越谷に行くことにした。 

早朝、6 時に京田辺を出発し、新名神の土山ＩＣで降り、鈴鹿スカイラインに入り、野

洲川ダム湖を過ぎ、5 分程度走り、脇道に入り車を駐車。 

そこから林道を 30 分程度歩くと入渓点に着き、沢用装備に着替え、入水する。赤腹イ

モリが多くいて、気持ち良さそうに泳いでいる。最初の堰堤を右巻きに巻いて、釜の横

を「ヘツリ」滑って泳いだりしながら、元越大滝に辿り着く。晴天が続いた割には水量

も多く、水滴が飛び散り非常に迫力がある。落差が 15ｍあり、その右側の崖を３点確保

で登っていく。そこから小滝や美しい釜が連続して絵で見るような風景が続く。二股手

前の 4ｍ滝の下で昼食をとる。その後、二股を右股の方に進み、又、多くの滝を登り、

水が切れるところまで詰め、沢を離れる。 

装備を山用に着替え、少し登ると稜線に辿り着く。そこから５分程度歩けば、林道に出

る。車が置いているところまで１時間半ほど林道を歩く。 

沢の涼しさに比べ、いかに暑いことか？やはり、この時期の例会は沢に限ると話しなが

ら下山した。もっともっと多くの人に参加して貰いたい。 

ヒヤリハット： なし 

 

元越 

大滝 

4ｍ滝 

稜線 

林道 

登山口 

堰堤-1 

入渓点 
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感想文           「初めての沢登り」  

                                      吉沢 珠美 

沢登りという言葉さえ知らなかったのに、行くことになったきっかけは去年参加した方の動画を

見て凄く楽しそうに見えたからです。 

装備は、沢シュ－ズとスパッツを購入すれば後は手持ちのもので O.K でした。 

連日の酷暑にうんざりしていたのでどれほど涼しいのかと不安より期待の方が大きくなっていきま

した。 

飲める程澄んだ水、大小の滝、心地良い川の流れる音、水面に映る緑の濃い影、岩に当たる滝の

水しぶきの柔らかさ。 

どれもが、そこにありました。五感で得ら

れました。 

癒されます。 

単純に楽しいです。 

是非皆さまにも体感して頂きたいです。 

 

同行者の方々、初心者の私にご指導頂きあり

がとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       

 

元越大滝 

 

落差１５ｍ 
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